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1．はじめに 

 谷津干潟は 1988 年に国指定鳥獣保護区、1993 年にラムサール条約登録湿地に

指定されており、環境の保全・保護が必要とされている。しかし近年、夏季を

中心に大型緑藻類のアオサの異常繁茂が確認されている。そして、アオサの堆

積・腐敗による悪臭や生態系変化等が問題になっている。 

本研究では、谷津干潟におけるアオサ繁茂範囲の変化と気象条件および干潟

内の環境項目をもとに、アオサの繁茂/異常繁茂の要因を検討した。 
 

2．概要 

 谷津干潟は図１に示す通り、東京湾最奥部に位置する面積約 40ha の潟湖干潟

である。1971 年頃から始まった埋め立て工事により四方を囲まれ、東京湾から

孤立した干潟となっている。現在では南西に位置する谷津川（習志野市側）と高瀬川（船橋市側）の 2河川の

みで東京湾とつながり、海水を循環している。 

現在 
図 1.谷津干潟の位置 

 アオサ(体長 20～30ｃｍ)の大部分は谷津干潟内に残留・越冬して春に繁茂し始め、毎年夏季頃に異常繁茂

している。さらに、これらが腐敗し悪臭などの環境問題を引き起こしている。 
 

3．観測方法 

 本研究における調査項目は気象項目、干潟内の環境項目およびアオサの繁

茂量である。ここで、気象項目は気温、降水量、日照量で谷津干潟近隣にあ

る船橋測候所の観測データを用いた。また、干潟内の環境項目は、図２に示

す 3地点での水温である。測定期間は 2008 年 6 月中旬から 1年 5ヶ月。さら

に、アオサの繁茂量は谷津干潟北部の住宅街を定点観測地点として、大潮の

最干潮時刻前後 3～4時間を 10 分間隔に撮影した写真から求めた。写真の画像解析は、干潟東部を中心に 1996

年 7 月から 2001 年 8 月までと 2007 年 8 月から 2009 年 12 月の期間とした。 

図 2.水温計設置位置 

 

4．結果及び考察 

船橋測候所の気温の経年変化を図３に示す。図より毎年ほぼ同一の

気温の変化を繰り返しているのが認められる。すなわち、5月頃から

気温が約 15℃へと上昇し、10 月頃に至って約 15℃へと下降していく

傾向を持っているのがわかる。5～10 月までの温度上昇の幅は 13℃で、

最高は平均で 28℃にまで上昇している。 

気温(℃) 

気温と干潟内の水温との関係は図４に示す通りである。ここで、

使用した気温は 1 日の平均値を、水温は日中の平均値である。こ

の結果より、水温は低温域(5℃)で約 3.8℃、高温域(30℃)で約

2.8℃、年平均では約 3.2℃、気温より高い傾向を持っていること

が明らかとなった。その関係を式表示すると、 
図３ 7日移動平均による気温の経年変化 

Tw＝0.96Ta+4.03               (1)  
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で表わすことができる。ここで、Twは水温(℃)を、Taは気温(℃)

を表わす。また、最高気温が 28℃の時、水温は 31℃にまで上昇

しているのが(1)式および図４からからわかる。 

次に、干潟内のアオサの繁茂状況を図５の編集画像より繁茂面

積として、(2)式を用いて数値化することとした。 

 

 

さらに、アオサの相対的な繁茂率(アオサ繁茂率)を(2)式にて求

め、グラフ化したのが図 6である。ここで、アオサ繁茂との比較

に使用した気温は当日から前１週間の日移動平均値である。図６

から、谷津干潟のアオサは 5 月から 12 月にかけて繁茂していること

が確認できる。また、夏季に繁茂のピークを迎え、ピーク時には干

潟東部の 8割以上がアオサによって覆われている。 

水温の変化とアオサ繁茂の状況についても図６の気温との関係と

同様のことがいえる。ここでの平均水温は先述の気温と同様、移動

平均を解析に使用した。平均水温とアオサ繁茂率の関係を図７に示

す。この図中の●印で示す繁茂時はアオサ繁茂率が上昇している時

期を、また○印で示す減衰期はアオサ繁茂のピークを過ぎてから減

衰している時期を表している。この図より、25℃に近づくにつれて

繁茂率が高くなることがわかる。これは、アオサの生育の最適水温

を表しているもので、15～25℃までの水温範囲で繁茂していること

がわかる。さらに、25℃を超えるとアオサ繁茂率は減衰傾向を示し、

減少している。 

以上のことより、谷津干潟のアオサ繁茂は水温と大きな関係があ

るといえる。また、気温は水温を補完可能であること、そして、5～

10 月までの間、気温と水温では同傾向を示すことから、気温の変化

からアオサの繁茂状況を予測可能と思われる。 
 

5．まとめ 

 アオサ繁茂について検討した結果、次の事柄が明らかとなった。 

1）谷津干潟の水温は気温より約 3.2℃ほど高く、Tw＝0.96Ta+4.03 の

線形関係にある。 

2）干潟の気温は毎年、5 月頃に約 15℃へと上昇し、10 月頃に約 15℃

まで下降する傾向を持っている。 

3）谷津干潟のアオサは水温 15～25℃範囲で繁茂し、25℃を超えると死滅･減衰する特徴がある。 

4）気温は水温で補完可能であることから、気温変化よりアオサ繁茂率の予測が可能と考える。 
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谷津干潟面積

アオサ繁茂面積
アオサ繁茂率　＝　 × Tw = 1.
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図４.平均気温と平均水温の関係 
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図６.平均気温とアオサ繁茂率の関係 

図７.平均水温とアオサ繁茂率の関係 

図５.画像編集の一例 
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